
問題 7 電磁気学 (100点 )

以下の問い (間 1ん間3)に答えよ。真空の誘電率は80,真空の透磁率はμOとするЪ計算の

途中過程も書くこと。

間 1 半径 ′の無限の長さの円柱の導体に電流 ノが流れている。電流密度は導体内で一
｀
様とする。円柱の中心軸からの距離 rの関数として,磁束密度の大きさを求めよ。

間 2図 1に示すように,距離 3α 離れた場所に電荷 σと-2σ を西己置する。点 Aと点 Bの
電位差ψ(A)一ψ(B)を求めよ。
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間 3二 次元直交座標系 (χ ,y,z)に おいて,真空中を伝播する電磁波の磁束密度ベク

トルが以下のような平面波で与えられているとする。

F=30sin(χ +3。00× 100ι )万

ここで,χ の単位はメートル,′ の単位は秒であり,ア :「 ,π をそれぞれχ軸,yttJ Z

軸方向の単位ベクトルとする。以下の設問(1)～ (4)に答えよ。

(1)この平面波の波長λを求めよ。

(2)この平面波の周期
「

を求めよ。

(3)この平面波における電場ベクトルを求めよ。

(4)この平面波におけるポインティングベクトルの方向と大きさを求めよ。
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